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　七郷地区の歴史を少し振り返ってみますと、広大な田園地帯であったこの地区が大きく変化し
始めたのは、昭和40年代以降となります。新産業都市建設による仙台東部地区の開発や、国道
４号仙台バイパスの建設などにより、この地区は工業地域化・宅地化が進むこととなりました。
それに伴い、荒井地区においても急激に市街化が進み、生活環境整備の必要性が高まったこと
から、昭和61年に、土地区画整理事業に着手することとなりました。
　この間、権利者の皆さまには、1,000戸を超える建物移転にご協力をいただきました。殊にこ
の荒井地区では、地区内を流れている数多くの用水堀を活かしながら、順次、工事を行っていく
必要がありました。さらに、東日本大震災の影響もあり、事業竣工までに長い年月を要するこ
ととなり、皆さまには、大変なご迷惑やご苦労をお掛けいたしました。
　震災からの復旧を進めるなかでは、公園や小学校予定地に応急仮設住宅が整備され、防災集団
移転先として位置づけられるなど、荒井地区が東部地域の復興の要となった一方で、土地区画整
理事業を進める上では、ご関係の皆様のご苦労も多かったのではないかと思います。
　今日この日を無事に迎えられましたのも、皆さまの多大なるご協力があってのことと、あらた
めて感謝を申し上げます。
　ここに、仙台市荒井土地区画整理事業の竣工を迎え、当地区の居住人口は、事業開始前の約２
倍、１万1,000人を超えるに至りました。
　平成27年12月に地下鉄東西線が開業し、今後とも地下鉄を基軸としたまちづくりにしっかり
と取り組んでいくことが重要となります。沿線地域の個性を活かし、新たな人の流れが創造でき
るような、彩と活力があふれるまちづくりに向け、地域の皆さまとともに歩みを進めてまいり
ます。

 平成30年２月８日

 仙台市長　　郡　　和　子
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宮城野通青葉通
一番町大町

西公園  

荒井東地区

流通センター
第二地区

原町東部第一地区

原町東部第三地区

荒井南地区
荒井西地区

位 置 図

　本地区は、仙台駅から、東方に直線で５キロ圏内に位置し、原町東部の流通ゾーンに隣接し、
近くに仙台東部道路仙台東インターや仙台市地下鉄東西線六丁の目駅、荒井駅があり、交通の利
便性が非常に高い地区です。また、本地区周辺では組合や市施行による土地区画整理事業が数
多く行われてきました。

施行地区の位置
事業の名称　　仙塩広域都市計画事業　仙台市荒井土地区画整理事業
施　行　者　　仙台市
施 行 面 積　　約149.9ha
施 行 期 間　　昭和61年10月～平成34年３月（清算期間含む）
事　業　費　　約464億円
減　歩　率　　平均約29.8%（公共減歩率17.0%保留地減歩率12.8%）
計 画 人 口　　11400人

事業概要

　昭和52年に本地区南側の宅地化が進んだ94haが市街化区域に編入されて以来、急激に市街化
が進んだことにより、都市基盤の整備が間に合わず、快適で安全な住環境の基礎である都市施設
の確保が困難になっていました。
　このため、地区内の北側56haの市街化調整区域を含めた約150haでの一体的な都市施設の整
備が重要不可欠となり、昭和61年に本事業がはじまりました。
　その後、東日本大震災の復興では、公園や小学校予定地に応急仮設住宅が整備され、また、防
災集団移転地区として本市東部地区の復興の要となりました。
　平成27年12月には、仙台市地下鉄東西線が開業し、本地区北側に六丁の目駅、東側に荒井駅
が位置し、本地区は地下鉄沿線のまちづくりや本市が目指す機能集約型の市街形成に大いに寄与
することとなりました。

事業の目的

土地利用計画

　本地区の西側から北側にかけては、農地として利用されており、本地区中央から南側にかけて
は、主に住宅地として利用されていました。商業地は、二本の県道沿いに分布し、工業地は地区
内に点在している程度でした。

整理前の土地利用状況

　地区の大半をしめる第二種住居地域
は戸建住宅を中心とした住居系の土地
利用計画としました。このうち、(都)
蒲町荒井線と(都)十文字通線が交差す
る付近は、商業施設や公益施設を配置
する計画としました。
　地区北側の準工業地域は、地区内に
散在する工場などの移転先としました。
　また、市街化促進の拠点施設として、
荒井中央公園北側に厚生年金健康福祉
センター（サンピア）の誘致を行うこ
ととしました。

整理後の土地利用計画

整理前の土地利用状況と整理後の土地利用計画
種　別 土地利用 住 商・工 公　用 公　共 農　耕 その他 合　計

整理前
面積(ha) 42.94 9.41 4.27 18.62 63.13 11.48 149.85

割合(％) 28.65 6.28 2.85 12.43 42.13 7.66 100.00

整理後
面積(ha) 82.14 15.05 7.14 40.92 0.00 4.60 149.85

割合(％) 54.82 10.04 4.76 27.31 0.00 3.07 100.00

市施行
組合施行

【凡 例】

住居系
商業系
工業系
サンピア

【凡 例】
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整理前の状況(昭和58年) 整理後の状況(平成29年１月)

航空写真 航空写真

地 形 図 地 形 図
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仙台都市計画史より引用

審議会

評価員会

東日本大震災の被災状況

東日本大震災の応急仮設住宅（小学校予定地）

仙台市地下鉄東西線出発式（荒井駅）

伊在一丁目
伊在二丁目 伊在

三丁目 荒井五丁目

蒲 町 東 荒井二丁目
荒井四丁目

荒井
六丁目

荒井東
一丁目

荒井一丁目
荒井三丁目

荒井七丁目

荒井
八丁目

蒲町
字原田南

蒲町
字川崎北

蒲町字北谷
伊在

字西田

蒲町
字原田中

伊在字白山前

蒲町字馬洗場

伊在字土府

伊在字南通

伊在字東田 六丁目
字参防田

荒井
字大場伝

荒井字押口

荒井
字小荒井

六丁目字柳堀南

六丁目字柳堀南

荒井字初田

六丁目字小荒井東

荒井字東

荒井
字新屋敷

荒井
字揚戸

荒井字舞台

荒井字御散田

荒井字福在家

荒井字広瀬

荒井字南原田

伊在
字白山地

伊在字前通 伊在
字屋敷

荒井字札屋敷

荒井
字中在家

荒井
字高屋敷

荒井
字堀口

伊在
字土府

伊在
字南土府

六丁目
字小荒井裏

六丁目
字左近堀

六丁目字柳堀

荒井字小荒井東

荒井字広瀬前

荒井字上目南

荒井
字遠藤

荒井字上目南

伊在字東通

蒲町字東

荒井字堀添

荒井字畑中 荒井
字矢取

荒井
字丑ノ頭

荒井
字遠藤西

荒井字遠藤

新町名･町界

旧町名･町界

まちの　記憶

旧地名を残す公園名称

旧町名が残るバス停

移設した整理前の辻標

事業のあゆみ

事業収束期事業最盛期事業初期事業のはじまり

■ 昭和49年７月
　 市街化区域編入要望
■ 昭和52年７月
　 土地区画整理事業予定地として
　 市街化区域に編入(約96ha)
■ 昭和54年度
　 まちづくり基本調査(アンケート調査)
■ 昭和55年度
　 区画整理事業調査(約94ha)
■ 昭和55年７月
　 区画整理事業反対陳情
■ 昭和56年度
　 区画整理事業調査(約149ha)　
■ 昭和60年12月
　 都市計画決定(148.5ha)
■ 昭和61年４月
　 荒井開発事務所発足

■ 昭和61年６月
　 施行規程決定
　 (昭和61年10月９日施行)
■ 昭和61年10月９日
　 事業計画決定
■ 昭和62年２月
　 第１回土地区画整理審議会開催
　 (平成29年６月まで149回開催)
■ 昭和62年２月
　 第１回評価員会開催
　 (平成28年12月まで84回開催)
■ 昭和62年８月
　 工事着工
■ 昭和63年３月
　 第１回仮換地指定
■ 昭和63年度
　 建物移転開始　
■ 平成２年９月
　 ｢サンピア｣地区内に
　 誘致決定(宮城県より通知)
■ 平成３年４月
　 施行区域拡大の
　 都市計画決定(149.9ha)
■ 平成４年３月
　 第１回事業計画変更

■ 平成22年３月
　 荒井開発事務所､旧仙台市七郷支所へ移転
■ 平成23年３月11日
　 東日本大震災
■ 平成23～26年度
　 災害復旧
■ 平成27年７月17日
　 第７回事業計画変更
■ 平成27年12月
　 仙台市地下鉄東西線開業
■ 平成29年６月13日
　 換地計画決定
■ 平成29年６月16日
　 換地処分通知
■ 平成29年９月15日
　 換地処分の公告
■ 平成29年11月６日
　 区画整理登記完了
■ 平成29年12月
　 清算事務開始
■ 平成30年２月
　 事業竣工式典挙行
　 ＊平成30年３月
　　 荒井開発事務所閉鎖(予定)

■ 平成６年７月
　 荒井開発事務所
　 斉喜センタービルへ移転
■ 平成９年１月
　 保留地公募分譲開始
　 (最終公募分譲 平成28年１月)
■ 平成12年４月
　 県道の都市計画道路への交通切替
■ 平成12年11月
　 常設の現地分譲案内所開設
■ 平成14年度
　 ｢中在家、礼屋敷地区の一斉移転開始｣
■ 平成20年３月
　 新たな町名、町界決定
■ 平成22年３月
　 工事概成
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　保留地は、約16.8ha（1154画地）と非常に広い面積を販売する必要がありました。保留地
の公募分譲は平成９年１月からはじまりましたが、当時はすでにバブルが崩壊し、土地取引を巡
る環境は非常に厳しいものとなっておりました。このような中で販売を促進するため、現地販
売事務所の開設や販売キャラクターの設定、住宅販売
情報誌への掲載、テレビCM、あるいは、宮城県宅地
建物取引業協会への「情報提供」と「媒介に関する協
定書の締結」などいろいろな工夫により販売を推進し、
平成27年度までに一般分譲保留地は完売することがで
きました。

保留地について

　特色の一つ目は、移
転して頂いた建物の戸
数が非常に多かったと
いうことです。
　本事業における建物
移転では、地区内全戸
数1500戸のうち約
70%にあたる1017戸
の移転にご協力いただ
きました。移転建物の
大部分が木造戸建住宅
であり、昭和63年度
から建物移転を開始し、
平成６年度には100戸
を超える建物移転を実
施するに至りました。
建物移転で特徴的だっ
たものが、平成14年
度に行った「一斉移転」です。これは住宅が密集した「中在家・札屋敷地区」において、移転
順位や移転工法は従来のままとして、権利者のご協力のもと建物をほぼ同時期に一斉に移転
（解体）していただいたものです。この間権利者の方々には、仮設住宅等に入居していただき、
更地にした上で、公共施設や仮換地の整地工事を行い、工事完成後に戻っていただくというも
のでした。これにより従来の計画では５年必要だったものが、２年で終了することができまし
た。
　特色の２つ目は「付保留地」制度の活用です。こ
れは、仮換地に付保留地を設定し、権利者に購入し
て頂く事で、建物移転が避けられたり、また移転工
法の選択肢が増えることで、事業の進歩が図られま
した。

事業の特色

建物移転について
　仙台市東部には広大な殻倉地帯が広がっており、その用水は広瀬川の愛宕堰から取水され、本
地区を横断している数多くの用水堀を通って、田畑をうるおしていました。工事に当たっては、
これら用水堀の機能を確保しつつ、順次工事を行っていく必要がありました。整理後、これら
の用水堀は系統別に集約し、大部分は暗渠化して歩道として利用しております。

工事について

保留地販売について
区画数 面積(㎡)　

一般保留地 461 119,685.29

付 保 留 地 693 48,216.52

計 1154 167,901.81

森子田堀(柳堀)
大江
堀

大江堀

仙台
堀

仙台堀

仙台堀

仙台堀

大谷地堀

大谷地堀

左近田堀

御散田堀

初田堀
四ツ谷堀

広瀬堀

一斉移転のエリア

整理前の用水路の図

付保留地仮換地
建　物
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(都)荒井線 南東から北西を望む

９

荒井中央公園

荒井4号公園 東から西を望む

７
(都)六丁目荒井東線 南から北を望む

８

(都)十文字通線 南から北を望む

６

(都)六丁目荒井西線 南から北を望む

５

荒井十文字公園

４

(都)蒲町荒井線 西から東を望む

３

荒井中央公園 南東から北西を望む

２

(都)蒲町伊在荒井線 西から東を望む

１

　道路の整備計画は(都)六丁目荒井西線、(都)六丁目荒井東線を幹線道路とし、これを補完する
補助幹線道路として、東西方向に(都)蒲町荒井線、(都)荒井線、南北方向に(都)十文字通線、及
び地区西北部を周回する(都)蒲町伊在荒井線を基本に、街区構成と各宅地への交通サービスに
留意して、区画道路を計画しました。
　公園の整備計画は、周辺の地域を含めた各住区の形状、将来の整備時期及び公園の整備効果な
どを考慮し、(都)六丁目荒井西線の西側に近隣公園を配置し、東側は街区公園を主体に計画しま
した。

道路・公園の整備状況
都市計画道路６路線(幅員12m～25ｍ 延長7,135m)
区画道路等(幅員4.2m～25ｍ 延長32,422m)

近隣公園１カ所(面積20,579㎡)
街区公園８カ所(面積24,675㎡)

主な道路 主な公園

都市計画道路
区画道路
公　園
小・中学校

【凡 例】

１

２

４

５
６

８

９

７

３
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未来へつなぐ
小･中学校 清掃

地区内人口の推移
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18
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13

平
成
９

サンピア(旧厚生年金健康福祉センター)

３

(都)六丁目荒井西線沿い 北から南を望む

２

(都)蒲町伊在荒井線沿い 西から東を望む

１

(都)六丁目荒井東線沿い 南から北を望む

７

(都)十文字通線沿い 南から北を望む

６

(都)蒲町荒井線沿い 西から東を望む

５

区画道路沿い 南から北を望む

４

まちのにぎわい
七郷市民まつり

　土地区画整理事業により基盤整備が行われ、地区北側の準工業地域には、主に業務系の施設が
立地しました。また、地区の大半を占める第二種住居地域には、主に戸建住宅が立地し、都市計
画道路沿いには戸建住宅の他、マンションや商業施設が立地しました。荒井中央公園の北側に
は、平成６年度に厚生年金健康福祉センター（サンピア）が立地しましたが、平成21年度に民
間に売却されました。

現在の街の様子
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